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【時事解説】世界成長をけん引 

するグローバルサウスとは 

 

最近、「グローバルサウス」という言葉をよく
耳にするようになりました。2024年 5月、岸田
文雄首相はブラジル、パラグアイなどを訪問し、
記者会見では、「グローバルサウスとの連携強
化で様々な成果を上げた」と述べました。 

 グローバルサウスとは、アジアやアフリカ、中
南米などの新興国・途上国の総称をいいます。
代表的な国として、インドやインドネシア、ブラ
ジル、ナイジェリアなどが挙げられます。「サウ
ス」と銘打たれていますが、必ずしも南半球に
位置しているわけではなく、北半球にあるイン
ドなども含まれます。 

 名前の由来は、いち早く工業化して経済発
展した主要国が北半球に多く位置しているの
に対して、南（サウス）に位置する新興国という
意味から「グローバルサウス」と呼ばれるように
なりました。 

 注目される理由は経済成長にあります。
2050年には、グローバルサウス各国のＧＤＰ
の合計額は、米国 1国のＧＤＰを上回るといわ
れています。また、経済規模では日本やドイツ
を抜き、インドが世界 3位に、インドネシアが 4
位に。日本は世界第 6位になるといった予想
もあります。 

 現在、世界最大の都市は人口 3,600万人の
東京首都圏ですが、2075年には人口 5,800
万人のキンシャサ（アフリカ中部・コンゴ民主
共和国の首都）、第 2位はインドのムンバイ、
第 3位はナイジェリアのラゴスという予想もあり
ます。人が多ければ消費が増え、ビジネスが
栄え、働き手が増えてさらに消費が伸びるとい
う好循環が生まれます。 

 こうした経済成長を一因として、欧米や日本は官民
の投資をかかげています。今後の関わりに注目が集
まります。 

最近、「グローバルサウス」という言葉をよく耳にす
るようになりました。グローバルサウスとは、アジアやア
フリカ、中南米などの新興国・途上国の総称をいいま
す。代表的な国として、インドやインドネシア、ブラジ
ル、ナイジェリアなどが挙げられます。経済成長が見
込まれ、経済規模は 2050年にはインドが日本やドイ
ツを抜くともいわれています。 

 旧来、世界経済は工業中心で、製品を生産し、消
費者が買うことで売り上げが上がる仕組みが主でした。
工業製品を生み出すには、大きな工場設備や機械、
技術が必要で、先進国に追いつくのはたやすくありま
せんでした。 

 ところが、最近は、カエル跳び現象（リープフロッグ
現象）といわれる、新興国が既存の技術を経ることな
く、最先端の技術に一気に到達する現象がみられま
す。イノベーションを起こし、従来の技術の蓄積がなく
ても、カエルのように、一気に先端技術を手に入れて
います。たとえば、ケニアでは固定電話が普及してい
ませんでした。が、固定電話よりも先に携帯電話が普
及し、結果、モバイルマネーやモバイル決済が著しく
普及しました。 

 グローバルサウスへの投資には多くのビジネスチャ
ンスがあります。その中、欧米や日本は官民の投資を
かかげています。一例を挙げると、日本のエアコンメ
ーカーがアフリカで住宅用空調の生産網を構築する
ことを発表しています。 

 グローバルサウスは経済成長に伴い、国際社会で
発言力を増しています。もともと、グローバルサウスの
中には、中国やロシアと経済、軍事などでつながりが
深い国が多くあります。欧米諸国としては、投資により
グローバルサウスを引き寄せる狙いも含まれています。
今後、世界の勢力地図がどのように変化するのか、
重要な局面を迎えています。 
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